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 mg/cm2),B群(61.7mg/cm2),ともにD群(52.2mg/cm2)に比べて有意に高値だった。コレス
 テロール含量の平均はA群が3.66mg/cm2で,C群(2.39mg/cm2),D群(2,06mg/cm2)に比べて
 有意に高値だった。中性脂肪含量の平均はA群でL14mg/cm2で,D群(0.71mg/cm2)に比べ有
 意に高値だった。賢門部署動脈壁の乾燥重量の平均はA群が24.Omg/cm2で,C群(17.7mg/cm2),
 D群(16.8mg/cm2)に比べて有意に高値だった。コレステロール含量はばらつきが大のため有
 意な差はなかった。中性脂肪含量の平均は,A群368μg/cm2,B群584μg/cm2でともにC
 群(159μg/cm2),D群(180μg/cm2)よりも有意に高値であった。下大静脈壁の乾燥重量
 の平均はA群28.6mg/cm2,B群27.9mg/cm2,C群25,3mg/cmぞD群23.7mg/cm2と糖尿病群で
 高値の傾向だった。コレステロール含量の平均は,A群182μg/cm2,B群175μg/cm2,で
 ともにD群133μg/cm2より有意に高値だった。中性脂肪含量の平均はA群(778μg/cm2)
 がD群(355μg/cm2)より有意に高値だった。腎門部腎静脈壁の乾燥重量の平均はA群11,6
 mg/cm2,B群1Llmg/cm2,C群9.3mg/cm2,D群10.1mg/cm2と各群間に有意差は認めら
 れなかった。コレステロール含量も各群平均77～97μg/cm2,中性脂肪含量の平均は,A群826
 μg/cm2,B群844μg/cm2で,いずれもD群397μg/cm2より有意に高値だった。血管壁
 乾燥重量とコレステロール含量との関係については大動脈,下大静脈,腎門部腎静脈壁では全群
 でよく相関した。腎門部腎動脈壁ではA群とD群においてよく相関した。血管壁乾燥重量と中性
 脂肪含量との関係については,大動脈壁ではC群を除きよく相関した。腎門部驚動・静脈壁では
 全群とも相関はみられなかった。下大静脈壁ではA群とC群でよく相関した。
 【まとめ】
 (1瀞脈壁では中性脂肪含量が高値であり,静脈の特徴と思われた。(2)糖尿病を有すると中性脂肪
 含量が有意に増加し,特に高血圧を合併していると一層著明であった。(3)動脈硬化は糖尿病を有
 すると著しく,総コレステロール含量の増加をみたが,中性脂肪含量も増加していた。
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 審査結果の要旨
 糖尿病は動脈硬化を伴い,ヒトの老化を促進することが知られている。我が国の人口の高齢化
 に伴い,糖尿病や動脈硬化に悩まされる人が多くなっている。
 そこで北風芳春は,糖尿病患者における動脈硬化の実態を研究した。彼は動脈硬化と共に,静
 脈硬化の情況についても研究を行い,動脈と静脈とを比較した。この辺りが北風の研究のユニー
 クなところである。
 北風は,東北大学医学部附属病院における剖検例から動脈や静脈を取り,脂質の含有量を調べ
 た。そしてそのデーターと,生前の糖尿病との関係を比較検討した。
 先ず,組織をホルマリンで固定し,長期保存した場合,組織中の脂質含有量が変化するか否か
 を検討したが,変化はないとの成績を得た。従って長期保存した資料についても,充分正確な成
 績が得られるものと考えられた。
 北風は大動脈,腎門部の腎動脈,下大静脈,腎門部の腎静脈について,コレステロールと中性
 脂肪とを測定した。
 血管壁乾燥重量とコレステロール含量との関係については,すべての動脈,静脈においてよく
 相関したが,腎門部署動脈においては若干の例外があった。血管壁乾燥重量と中性脂肪含量に関
 しては,大動脈壁では,糖尿病群ではよく相関した。腎門部の動脈・静脈においては相関が認め
 られなかった。下大静脈では,糖尿病群および高血圧群で相関が認められた。
 北風は以上の結果から次のように結論している。
 1.静脈では中性脂肪の含有量が高く,この点が動脈と異なるところである。
 2.糖尿病ではこの中性脂肪含量が増加し,高血圧が加わると一層増加が著しくなる。
 3.動脈硬化は糖尿病者で強く,糖尿病が動脈硬化を促進することが,あらためて確認された。
 以上,北風のこの研究は,糖尿病における血管障害に関して新しい知見を加えたものであり,
 学位に相当するものと考える。
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